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12．妊娠中期に呼吸不全を呈し原因の確定診断に苦慮した 1 例
 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 産婦人科，3 内科，4 泌尿器科）○田中利蓉子1・
 ◎上野麻理子2・春日みさき2・岡本英恵2・赤澤宗俊2・森田吉洋2・一戸晶元2・
 長野浩明2・村岡光恵2・橋本和法2・中嶋　俊3・八反丸美和3・中岡隆志3・橘　秀和4
13．心因性非てんかん発作に血管迷走神経性失神を合併した女子例
 （1 卒後臨床研修センター，2 循環器小児科，3 小児科）○外山皓喜1・◎衛藤　薫3・浦上恭英1・
 南雲薫子3・西川愛子3・工藤恵道2・伊藤　進3・平澤恭子3・永田　智2
Block 4　外科系　16：19～16：51
 座長（小児外科）山口隆介・（東医療センター救急医療科）庄古知久
14．THRIVE method を使用した中枢性無呼吸に対する酸素化補助経験
 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 麻酔科）○岡﨑亮汰1・
 ◎岡村圭子2・西山圭子2・市川順子2・小髙光晴2・小森万希子2
15．シャントが挿入されている頭蓋底髄膜腫に合併した慢性硬膜下血腫の 1 例
 （1 卒後臨床研修センター，2 東医療センター脳神経外科）○西山佳恵1・
 広田健吾2・萩原信司2・谷　　茂2・笹原　篤2・◎糟谷英俊2
16． 難治性の特発性血小板減少性紫斑病（ITP）を合併した上行結腸癌，胃癌，胆囊結石に対し 
準緊急手術を施行した 1 例
 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 外科，3 内科）○大山　優1・◎浅香晋一2・
 西口遼平2・島川　武2・勝部隆男2・◎塩澤俊一2・
 木附亜紀3・マーシャル祥子3・森　直樹3・佐倉　宏3
17．多量飲酒後の強い腹痛および下血に対して非閉塞性腸間膜虚血を疑い緊急手術を行った 1 例
 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 救急医療科）○増山由華1・◎小島光暁2・庄古知久2
総　　評 （血液内科）吉永健太郎
ベストプレゼンテーション賞表彰式
閉会の辞 司会（幹事）小森万希子
記念撮影
〔平成 30 年度山川寿子研究奨励賞受賞者研究発表〕
1．ステロイド依存性頻回再発型微小変化型ネフロー
ゼ症候群における小児期発症と成人期発症によるリツキ
シマブ治療効果の相違についての検討
（腎臓内科） 中谷裕子　
　〔目的〕リツキシマブは，日本において難治性ネフロー
ゼ症候群に効能効果が承認されたが，対象は小児期発症
に限られ，成人期発症患者には有効性および安全性は確
立していないとされている．そこで，成人期発症のネフ
ローゼ症候群患者について，リツキシマブの有効性およ
び副作用を検証することとした．〔方法〕リツキシマブ
（375 mg/m2 BSA per dose）の点滴投与を 6 か月毎に計
4 回投与した小児期発症のステロイド依存性頻回再発型
微小変化型ネフローゼ症候群の患者 32 名（平均発症年齢
8.6 歳）と成人期発症の同患者 19 名（平均発症年齢 30.6
歳）について，再発回数や免疫抑制薬の内服量，副作用
などを比較した．〔結果〕小児期発症と成人期発症とも全
症例でリツキシマブにより寛解維持可能で，リツキシマ
ブ開始後 24 か月間における再発回数は小児期発症が 0.3
±0.7 回，成人期発症が 0.3±0.6 回と，リツキシマブ開始
前と比較しいずれも有意に改善を認めた（p＜0.001）．副
腎皮質ステロイドの内服は小児期で 81.3％（32 名中 26
名），成人期で 70.6％（17 名中 12 名）が中止でき，内服
量は小児期が 0.9±2.5 mg/日，成人期が 0.8±1.6 mg/日
と両群とも有意に減少が得られた（p＜0.001）．副作用に
関しては，infusion reaction をそれぞれ 21.1％，19.7％に
認めたが，発生頻度において両群に差は認めなかった（p
＝0.722）．〔結語〕ネフローゼ症候群に対するリツキシマ
ブ治療は，成人期発症例でも有意に治療効果を認め，副
作用も小児期と比較し増加なく，安全に使用できると考
えられた．
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